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次の式を展開してみましょう。

＋ ＋ ＋1

＋ ＋ ＋1 は，右のような順に，各項をかけあ

わせると，

＋ ＋ ＋1＝ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＝ ＋2 ＋ ＋ ＋

のように展開することができる。

＋ ＋ ＋1

また， ＋ ＋ ＋1 は，次のように考えて，展開することもでき

る。

( ＋ )( ＋ ＋1)で， ＋ を１つのものとみて，これを とすると，

＋ ＋ ＋1＝ ＋1

＝ ＋

を ＋ にもどすと，

＋ ＋ ＋1＝ ＋ ＋ ＋

＝ ＋2 ＋ ＋ ＋

＋
↑ ↓

次の式を展開しなさい。

⑴ ＋ －2 ＋ ⑵ － － ＋3

＋ －1 を展開しなさい。

＋ を１つの文字で表すと，展開の公式が使える。

＋ ＝ とおくと，

＋ －1 ＝ －1

＝ －2 ＋1

＝ ＋ －2 ＋ ＋1

＝ ＋2 ＋ －2 －2 ＋1

次の式を展開しなさい。

⑴ ＋ － ⑵ ＋ －1 ＋ ＋3

①
②

③

④
⑤

⑥


